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スタッフが考えていること

ó 陽性になった職員

ó 自分が感染を広げたんじゃないか、迷惑をかけたんじゃないか

ó 職場が感染対策してないから自分が罹った

ó 自宅療養後、職場から連絡がない、必要ないのかな、戻りづらい



スタッフが考えていること

ó 残った職員

ó しんどい、この状況が落ち着いたら辞めよう

ó 働きたい、でも家族の協力が得られない

ó 怖い、自分が感染したらどうなるの、関わりたくない

職員をケアすることで離職予防につながります



コミュニケーションでの職員ケア
ó スタッフの生活支援

ó 職員の士気の維持

ó COVID-19の正しい知識

ó こころのケア

ó 職員が困りごとを相談しやすい環境



職員ケア

ó スタッフの生活支援

ó 休憩室の整備

ó 家に帰れない職員への宿泊施設の確保

安全が担保された
グリーンゾーンの設置

車中泊している職員に対して



職員ケア

ó 職員の士気の維持

ó 支援者、受援者など職員の一体感の構築

ó 達成事項の整理

ó 出口の明示

コロナはみんなで対応している

全体朝礼などで現状をスタッフに伝える



職員ケア

ó COVID-19の正しい知識

ó 正しい感染対策

レッドゾーンでの防護服
グリーンゾーンでの防護服
それぞれ正しく着脱

状況に合わせたPPEの選択



職員ケア

ó こころのケア

ó ポスターをトイレなどに掲示

ó 精神保健福祉センターとの連携による専門的介入

大阪府／新型コロナウイルス感染症に関するこころのケアについて
(osaka.lg.jp)



職員ケア

ó 職員が困り事などを相談しやすい環境

ó 投書箱の設置

ó メール、電話などの相談窓口を含む



コミュニケーションの優先順位
ó 陽性者ならびに陽性者以外の家族からも施設に不安、不信感

ó 誹謗中傷

ó 関係業者のサービス中断

ó 外来患者および職員の他医療機関受診の際の診療拒否

ó すべての利用者、その家族、出入り業者に発信



内部・外部への発信

ó 利用者、その家族

ó 手紙での送付

ó メール、電話など相談窓口の設置

ó ホームページの掲載

・事実を伝える

プラスの要素を報告をして
安心を伝える

・保健所に報告している
・大阪府から支援受けた
・診察診てもらえている
・快方に向かっている様子
・不安や疑問があれば
いつでも対応します

など



内部・外部への発信

ó 出入り業者（リネン業者、産廃業者、その他外部委託）

ó 通常通りの出し方で問題ないのかの確認

ó 各業者の感染対策に合わせた対応 そのままでも大丈夫



まとめ
ó スタッフの生活支援

ó 職員の士気の維持

ó COVID-19の正しい知識

ó こころのケア

ó 職員が困りごとを相談しやすい環境


